
































パワーは約 4.4 mW，露光時間は図 1 において 120 秒あるいは 30 秒，図 2 では 10 秒であっ
た。  
[結果・考察]自宅浴室排水溝から採取してきたバイオフィルムについて，光学顕微鏡像に示
した 1～4 の各点において測定した空間分解ラマンスペクトルを図 1 に示す。すべてのスペ
クトルに共通して，約 1650(アミドⅠ), 1440(CH 変角振動) cm-1 に微生物由来のタンパク質
の振動に帰属されるラマンバンドだけでなく，約 1003（C-CH3 横揺れ振動), 1154(C-C 伸縮
振動), 1509(C=C 伸縮振動) cm-1 にカロテノイドに帰属される非常に強いラマンバンドが観
測された。このことから，浴室バイオフィルム中にはカロテノイドが含まれることが確認さ
れた。また，上述したカロテノイドに特徴的な 3 本のバンドに加えて，1128 cm-1 にそれらと
同程度に強いラマンバンドが観測された。  
図 1 から，このラマンバンドと隣接した 1154 cm-1 のバンドの強度比は，バイオフィルム内
の場所に大きく依存することが予想される。そこで，バイオフィルム中の任意の 40 × 40 µm 
の範囲において，ステップ 2 µm でマッピング測定を行った。得られた空間分解ラマンスペ
クトルからなる 1024 × 400 行列（ハイパースペクトルデータ）を，4 成分を仮定した MCR-
ALS により解析した結果を図 2 に示す。ただし，成分の一つはカバーガラスであるため，図 
2 には示していない。MCR-ALS により分離された成分 1 は，3 つの特徴的なバンドを持つ典
型的なカロテノイドのラマンスペクトルを示す。これに対して，成分 2 はカロテノイドと極
めてよく似たスペクトルパターンを示すものの，1154 cm-1 ではなく 1127 cm-1 にラマンバンド
を有する，上述した未知のバイオフィルム成分であることがわかる。また，成分 3 では微生







図 1. 浴室バイオフィルムの空間 図 2.  MCR-ALS 解析の結果。成分 1～3 の分解ラマン
スペクトル ラマンスペクトル(a)および空間分布(b)。  
